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第 １４ 回 例 会 報 告（１０月１０日） 
 

【 出  席  報  告 】 
・会員数   ５５名          ・出席数   ２９名          ・欠席数  ２６名 

・当日出席率   ５６．００％               ・前々回修正出席率   ９４．１２％ 

＜欠席会員＞青野(淳)､原田､原､檜垣(賢)､檜垣(巧)､平田､加賀､冠､小堀､松木､光藤､宮本､村上(裕)､西本､越智､ 

尾越､大澤､竹田､渡辺､吉田､吉武 

〔免除会員〕青野､飯､松本､白石､八木 

<9/26欠席補填>(9/17丸亀)川上  (10/1 今治南)原､檜垣(賢)､檜垣(巧)､平尾､松木､宮本､村上(裕)､岡本､尾越 

渡辺､矢野  (10/5地区大会)青野(賢) 

◇会長報告・地区大会へご参加の皆様ありがとうございました。 

◇幹事報告・10月 17日(木)は、ガバナー公式訪問です。例会終了後記念撮影を予定しています。 

・10月 31日(木)18時 30分より Pepeにて、ファイヤーサイドミーティングを開催します。 

◇親睦活動委員会・お誕生日スピーチ・桑森ひとみ会員：娘に子供ができたため、月見例会などを欠席してしま

い申し訳ありませんでした。今は、孫に自分のことをどのように呼ばそうかと、家族内で賑やか

に、楽しく協議しています。良いアイデアがあったら教えてください。 

 

地区大会報告 
◆会長幹事協議会（西信正男会長）：会員

増強、米山記念奨学、国際奉仕、世界社

会奉仕、ロータリー財団について各委員

長から詳しい説明があった。 

◆公式行事（１日目）（山本剛会員）：四国

地区のテーマ「地域で世界でちょっとい

いことをしよう」は、一人ひとりの責任

を持った行動がロータリーの将来を築

くことに繋がることを示唆しているこ

とを学んだ。RC事業事例発表では、少年

野球の指導を通した取り組みや難病の

方の目標達成を手助けする取り組みな

ど優れた事例の発表があった。 

◆クラブ懇親会・二次会（重松宗孝会員）：

キリンとアサヒの選択で始まり、しまい

は土佐鶴に落ち着いて、懇親会を終了。

二次会は、大洲 RC と合同開催して懇親

を深め、その後も各々、高知の街でちょっといいことをして宿舎へ帰った。 

◆公式行事（２日目）（八木正史会員）：会員数が微減状態であることから、女性会員を含めた会員増強の要請があ

った。次期地区大会は、2015年 4月に松山で開催される。 

◆記念講演（佐伯和信会員）：中西輝政氏『やっと見え始めた国家の再生』バブル崩壊後の湾岸戦争への日本の

関与の仕方は世界への発信力を失い凋落の一途をたどった。「本物であり芯の強い人」と評価できる安倍総理

のもと、日本は、失われた 20 年を取り戻す明るい兆しを見せている。今こそ、日本がアジアの将来に責任を

持って考える大きな視野を持ち、もっと元気に前向きに取り組み、もう一度日本をよみがえらせるときである。 
 

次 回 例 会（１０月１７日） 

【 ガバナー公式訪問 】 

※例会終了後写真撮影を予定しています。 

   ＜会員誕生日祝＞ 八木 正史氏（10/22） 

   ＜配偶者誕生祝＞ 冠  康秀氏（10/17） 

   ＜結婚記念日祝＞ 光藤 廣司氏（10/22） 岡田 昌平氏（10/22） 松木 徹夫氏（10/22） 

〔 健寿司 〕 

 


